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佐賀市立図書館 

もろどみかんだより 

佐賀市立図書館諸富館 

〒840-2105佐賀市諸富町大字諸富津 7  

TEL47-2002 FAX47-2442 

【開館時間】 
火～土曜日 10：00～19：00 

日曜日・祝日 10：00～17：00 

【休館日】 
月曜日(祝日で開館の場合は翌平日) 

館内整理日(12月を除く最終木曜日) 

特別整理期間 年末年始 

  令和５年 
7 月５日発行 

No.１０７ 

こども読書週間イベント 
「すごろくゲームにちょうせん！」
にたくさん参加していただき、 
ありがとうございました！ 
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7月の開館カレンダー 8月の開館カレンダー

→図書館はお休みです。 →午後５時までです。

スタンプラリー 2023 
夏の 

7 月 2１日（金）～8 月 27 日（日） 

今年も、「夏のスタンプラリー」を開催します。 

本（雑誌･CD･DVD 含む）を 5点以上借りてスタンプを

集めよう！集めたスタンプに応じてプレゼントをご用意

しています。大人の方も参加できます。お楽しみに！ 

※スタンプは 1 日 1 回、延長･代理貸出は 

除きます。 

夏のおはなし会 

8 月 5 日(土) 10 時 30 分～約 1 時間 
諸富館 おはなしのへや 
 
今年も夏のおはなし会おはなしの素を開

催します。大型絵本やパネルシアターなど楽し
いお話をご用意して、みなさんのご参加をお待
ちしています！ささやかなプレゼントもあり
ますよ♪ 

 

 

７月２６日(水) 10 時～１２時 
 
夏休みの一日、子どもたちが図書館の仕事を

体験しにやってきます！本の貸し出しや返却、
配架を体験、そしておはなし会にも挑戦しま
す。子どもたちの頑張りを応援してください

ね！ 
 
 

http://3.bp.blogspot.com/-o2WVqEL1ZuU/VYS9zRFxQZI/AAAAAAAAul8/BUYlQkKCZd8/s800/saikoro_145.png


貸出中の本は予約できます！

「トビウオが飛ぶとき」

桑原亮子／著
KADOKAWA

「図解城の間取り」

日本史の謎検証委員会／編

彩図社

「かげふみ」

朽木祥／作 網中いづる／挿画

光村図書出版

「プールにいこう！」

みうらとも／さく

国土社

「プリンちゃんのなつやすみ」

なかがわちひろ／ぶん

たかおゆうこ／え

理論社

「観葉植物を楽しむ教科書」

佐藤桃子／監修

ナツメ社

「大胆推理!ケンミン食のなぜ」

阿古真理／著

亜紀書房

新しく入った本

児童書

YA

「私の職場はサバンナです!」

太田ゆか／著

河出書房新社

一般書

北海道の牛乳豆腐、浦和のうなぎ、

長野のそば、広島のお好み焼き…。

土地土地で食いしん坊たちのおなか

を満たしてきた22の食を深掘りする。

亜紀書房ウェブマガジン『あき地』

連載に書き下ろしを加え書籍化。

ゴーグルに水着、キャップとタオル、

準備ばっちり。さあ、プールにいこう!

だけど今日はプールがぎゅうぎゅうだ。

それなら、また明日こよう。ところが…。

ページをめくるとあっとおどろくプールが

登場する楽しい絵本。
肉食動物の想像を超えたサバイバル、

サバンナを支える縁の下の力持ち…。

南アフリカ政府公認の日本人女性

サファリガイドが、サバンナの動物たちの

生態や、環境保護の最前線、人と自然

が共生するために大切なことを伝える。

夏休み、広島の祖母の家で過ごす拓海は、

戦前は学校だったという児童館の図書室で

三つ編みの女の子と出会い…。

表題作のほか、光村図書国語教科書(小5)

所収「たずねびと」も掲載。語句解説、

ヒロシマへの道しるべも収録。

「文系でも思わずハマる数学沼」

鶴崎修功／著

マガジンハウス

「まいまいつぶろ」

村木嵐／著

幻冬舎

「からだのなかのびっくり数事典」

こざきゆう／文 奈良信雄／監修

加納徳博／絵

ポプラ社
「へんし～ん!ことばブック」

齋藤孝／著 林ユミ／絵

小学館

「てんぷらぱちぱち」

まつながもえ／作

講談社

「夏に、ネコをさがして」

西田俊也／作

徳間書店

口がまわらず、歩いた後には

尿を引きずった跡が残るため、

「まいまいつぶろ」と呼ばれ

蔑まれた第9代将軍・徳川家重。

麻痺を抱え廃嫡を噂されていた

若君と、彼の言葉を解する後ろ盾の

ない小姓、2人の孤独な闘いを描く。


